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町出

日
本
に
お
け
る
仏
法
興
隆
と
寺
院
の
建
立

遠
く
イ
ン
ド
（
天
竺）
の
地
に
発
し
た
仏
教
は、
中
国（
震
旦）
を
経
て
日
本
（
本
朝）
へ
と
渡
来
す
る。
本
集
本
朝

部
は、
国
家
仏
教
を
草
創
し
た
聖
徳
太
子、
民
間
仏
教
の
指
導
者
で
あ
る
行
基
に
よ
る
日
本
仏
教
草
創
神
話
に
よ
っ
て

幕
を
開
け
る
（
巻
十一
・
1、
2、
3）。
以
後、
中
国
僧
道
照
（
4）、
道
慈
（
5）、
鑑
真（
8）
等
に
よ
っ
て
法
相
宗

や
三
論
宗、
戒
壇
が
伝
来
し
た
後、
空
海、
日夜
澄、
慈
覚、
知日
証
等
日
本
の
僧
侶
の
手
に
よ
っ
て
天
台（
山
門・
寺

門）・
真ニ一一口
の
顕
密
二
教
が
日
本へ
も
た
ら
さ
れ、
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
る
（
9
1
ロ）。
し
か
し、

仏
の
教
え
を
広
め
る
た
め
に
は
拠
点
が
必
要
で
あ
る。
以
後、
日
j
お
話
ま
で
の
二
十
六
話
は、
仏
教
興
隆
の
た
め
に

創
建
さ
れ
た
寺
社
の
縁
起
が
連
綿
と
語
ら
れ、
仏
の
国
日
本
の
姿
が
立
ち
現
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る。

巻
十一
－
u
j
m
話
は、
東
大
寺（
日）・
山
階
寺（
MH）・
元
興
寺
戸
店）・
大
安
寺（
Mm）・
薬
師
寺（
げ）
な
ど、

南
都（
奈
良）
七
大
寺
を
中
心
に
編
成
さ
れ
る。
大
安
寺
は
「
中
天
竺金口
衛
国
ノ
祇
園
精
舎ハ
兜
率
天
ノ
宮
ヲ
学
ピ
造

レ
リ。
震
旦
ノ
西
明
寺ハ
祇
園
精
舎
ヲ
移
シ
造
レ
リ。
本
朝
ノ
大
安
寺ハ
西
明
寺
ヲ
移
セ
ル
也」
と
さ
れ、
天
竺・
震

旦
の
聖
地
が
日
本
に
お
い
て
は
大
安
寺
と
し
て
具
現
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る。
ま
た、
元血ハ
寺
は、
北
天佐一
生
天
子



国の
化
人
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
た
弥
動
像
が
伝
来
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
や
は
り
聖
地
の
役
割
を
担
い、
日
本
が
イ
ン

ド・
中
国
に
劣
ら
な
い
仏
の
国
で
あ
る
こ
と
を
宣
揚
す
る。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
聖
武
天
皇
（
東
大
寺・
元
興
寺）
や
天
智

天
皇
（
薬
師
寺）、
聖
徳
太
子（
法
隆
寺）
や
光
明
皇
后（
法
華
寺）
な
ど、
い
ず
れ
も
天
皇
や
皇
族
の
手
に
よ
る
建
立
と

さ
れ
る。
藤
原
不
比
等
の
建
立
と
さ
れ
る
山
階
寺（
興
福
寺）
も、
「ハ一克
明）
天
皇
ノ
御
願
ト
シ
テ
厳
重
ナ
ル
事
無
限

シ」
と、
不
比
等
で
は
な
く
元
明
天
皇
の
御
願
に
よ
る
建
立
と
さ
れ
て
い
る
（
本
集の
独
自
文）0
本
集
は、
各
寺
院
の

建
立
を
国
家
的
な
も
の
と
し
て
位
置づ
け
る
こ
と
に
よ
り、
王
法・
仏
法
相
依
を
基
調
と
し
た
世
界
を
立
ち
上
が
ら
せ

よ
う
と
す
る
の
で
あ
る。
こ
の
こ
と
は、
巻
十
二
で
語
ら
れ
る
諸
法
会
に
国
家
的
性
格
が
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
裏づ
け
ら
れ
る。

寺社・聖地・霊場

弘
話
以
降、
天
智
天
皇
に
よ
る
志
賀
寺
戸
却）・
大
友
皇
子
に
よ
る
笠
置
寺（
鈎）
を
除
け
ば、
久
米
仙
人
（
久
米

寺）・
空
海
（
金
剛
峯
寺）・
最
澄
（
延
暦
寺）
ら
の
高
僧
や、
坂
上
田
村
麿
（
清
水
寺）・
藤
原
伊
勢
人
（
鞍
馬
寺）
な
ど

の
俗
人
に
よ
る
大
寺
院
の
建
立
諒
が
続
く
が、
見
渡
し
て
み
る
と、
藤
原
摂
関
家
に
か
か
わ
る
寺
院
の
建
立
話
が一
つ

も
み
え
な
い
こ
と
に
気
が
付
く。
摂
関
家
の
建
立
し
た
寺
院
は、
M
話
の
阻ハ
福
寺（
鎌
足）
以
外
に
も、
法
性
寺（
忠

平）、
拐
厳
院（
師
輔）、
法血ハ
院（
兼｛忍）、
積
善
寺（
道
隆）、
法
成
寺（
道
長）、
平
等
院（
頼
通）
な
ど、
枚
挙
に
暇

が
な
い
は
ず
で
あ
る
（『
江
談
抄』）。
拐
厳
院
を
取
り
上
げ
た
幻
話
も、
「
慈
覚
大
師
始
建
楊
厳
語」
（
題）
と、
師
輔
で

は
な
く
慈
覚
の
建
立
と
さ
れ
る。
興
福
寺
が一克
明
天
皇
の
御
願
に
よ
る
と
い
う
説
と
同
様
に、
楊
厳
院
を
慈
覚
が
建
立

し
た
と
い
う
説
も
他
に
類
例
が
な
く、
本
集
の
意
識
的
改
変
と
み
ら
れ
る。
仏
法
興
隆
の
起
点
と
も
な
る
べ
き
寺
院
建

立
謹
に
摂
関
家
を
か
か
わ
ら
せ
な
い
理
由
と
し
て
は、
王
法
と
仏
法
が
補
完
し
あ
い
な
が
ら
世
を
統
治
し
て
い
こ
う
と
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す
る、
王
法・
仏
法
相
依
の
図
式
に、
摂
関
家
と
い
う
第
三
の
権
力
が
割っ
て
入
る
こ
と
を
嫌っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う。
寺
院
建
立
譲
に
お
け
る
摂
関
家
の
排
除
は、
巻
二
十
二
の
鎌
足
に
は
じ
ま
る
藤
原
氏
伝
を
あ
く
ま
で
も

「
公ニ
仕ヘ」
る
者
た
ち
の
列
伝
と
し
て
強
調
し
て
い
く
姿
勢
と
も
呼
応
す
る。

国
家
鎮
護
の
役
割
を
担
い、
護
持
僧
た
ち
の
読
経
の
声
の
絶
え
な
い
大
寺
院
に
対
し
て、
本
寺・
本
山
を
離
れ、
諸

国
を
流
浪
し
な
が
ら
修
行
に
励
む
聖
た
ち
が
踏
み
入
る
山
野
も、
ま
た
仏
法
の
聖
地
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る。
聖
た

ち
の
多
く
は
法
華
経
持
経
者
で
あ
る
が、
延
暦
寺
を
出
奔
し、
多
武
峰
に
庵
を
構
え
て
『
法
華
経』
を
諦
し
念
仏
を
唱

え
た
増
賀（
巻
十二・
お）
を
は
じ
め、
性
空
は
書
写
山
（
同－
M）、
円
久・
好
延
は
愛
宕
山（
同・
お、
ぬ）、
良
算
は

金
峰
山（
同－
M）、
に
庵
を
構
え
精
進
を
重
ね
る。
俗
か
ら
離
れ
神
仙
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
聖
た
ち
は、
俗
界
の

価
値
観
に
対
し
て
も
自
由
で
あっ
た。
神
明
寺
の
容
実
は
道
端
に
倒
れ
臥
す
病
者
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ず、
円
融

院
の
治
療
を
拒
ん
だ
（
同・
お）。
大
寺
院
で
の
名
声
に
は
見
向
き
も
せ
ず、
野
に
下っ
て
庶
民へ
救
い
の
手
を
差
し
の

べ
る
聖
た
ち
は、
菩
薩
そ
の
も
の
で
あっ
た。
都
に
立
つ
国
家
鎮
護
の
霊
場
と、
山
野
に
現
れ
る
庶
民
救
済
の
聖
地
の

存
在
は、
巻
十一
巻
頭
の
聖
徳
太
子
と
行
基
菩
薩
の
話
と
呼
応
し
つ
つ、
仏
の
慈
悲・
功
徳
が
国
の
隅
々
ま
で
行
き
と

ど
き、
安
穏
な
る
世
の
具
現
を
導
く
の
で
あ
る。
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神
社
（
神）
の
役
割

寺
院
の
建
立
が
仏
法
興
隆
の
歴
史
と
し
て
高
ら
か
に
称
揚
さ
れ
る
の
に
対
し
て、
神
社
の
創
建
欝
は
まっ
た
く
語
ら

れ
る
こ
と
は
な
い。
ま
た、
神（
神
社）
の
霊
験
誇
も、
仏
法
守
護
の
カ
を
称
揚
す
る
こ
と
は
あっ
て
も、
神
の
威
徳



が
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

例
外
と
し
て、

賀
茂
明
神
を
信
仰
し、
『
法
華
経』

観
音
品
を
読
諭
し
て
い
た
醍
醐
寺
の

蓮
秀
が
死
後一
日
で
蘇
生
し
た
話
（
巻
十
六・
お）
が
あ
り、
観
音
信
仰
と
賀
茂
信
仰
が
習
合
し
た
時
代
の
状
況
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が、
話
末
「
神ニ
在
ス
ト
云
ヘ
ド
モ、
賀
茂ハ
冥
途
ノ
事
ヲ
モ
助
給
フ
也
ケ
リ」
の
表
現

か
ら
は、
神
や
神
威
に
対
し
て
肯
定
的
な
姿
勢
を
看
取
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い。
そ
も
そ
も、
朝

廷
と
深
く
か
か
わ
り、
数
あ
る
神
社
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
伊
勢
大
神
や
熊
野
権
現
に
つ
い
て
も、

まっ
た
く
語
ら
れ
て
い
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る。
伊
勢
に
つ
い
て
は、
歌
人
大
中
臣
輔
親・
能
宣
親
子
が
伊
勢
神
宮

の
祭
主
を
つ
と
め
る
家
系
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
（
巻二
十
四・
日）。
ま
た、
皇
族・
貴
族
た
ち
も

参
詣
し
て
い
た
熊
野
は、
地
名
と
し
て
は
何
度
も
登
場
し、
霊
場
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
が、
熊
野
神
が
具
体

的
に
描
か
れ
る
の
は、
道
命
阿
闇
梨
の
許
に
参
じ
る
諸
神
の一
人
と
し
て
（
巻
十
二・
お）
と、
法
隆
寺
の
明
蓮
に
夢

寺社・聖地・霊場

告
す
る
神
と
し
て
（
巻
十
四－
m）
だ
け
で
あ
る。

聖
徳
太
子
と
物
部
守
屋
の
戦
い
が
象
徴
す
る
よ
う
に
（
巻
十一
・
1）、
日
本
は
神
の
固
か
ら
仏
の
国へ
と
移
行
し
た

の
で
あっ
て、
仏
法
を
標
携
す
る
本
集
に
お
い
て
は、
神
は
仏
法
を
護
る
護
法
神
の
地
位
以
上
の
も
の
を
与
え
ら
れ
な

い。
そ
の
こ
と
は、
寺
院
建
立
語
の
多
く
に、
神
が
顕
れ、
土
地
を
禅
譲
し、
仏
法
や
寺
院
を
護
る
こ
と
を
宣
言
し
た

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る。
神
の
棲
む
聖
地
は、
仏
の
鎮
座
す
る
寺
院、
霊
場へ
と
姿
を
変

え
て
い
っ
た
の
で
あ
る。
た
と
え
ば、
空
海
は
高
野
明
神
の
案
内
で
高
野
山へ
上
り、
丹
生
明
神
に
禅
定
の
窟
の
地
を

譲
ら
れ
る。
金
剛
峯
寺
が
建
立
さ
れ
る
と
丹
生・
高
野
の
二
神
は
「
誓
ノ
如
ク
此
ノ
山
ヲ
守」

12ラ

っ
た
と
さ
れ
（
同・
お）、

4 

徳
道
は
神
の
夢
告
に
よ
っ
て
霊
地
を
知
り
長
谷
寺
を
創
建
し
た
（
巻
十一
・
訂）。
最
澄
は
中
国
か
ら
の
帰
り、
宇
佐
八
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幡
か
ら
守
護
を
約
束
さ
れ
（
同－
m）、
慈
覚
と
延
暦
寺
は、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
赤
山
明
神
に
よ
っ
て
守
護
さ
れ
た

（
同・
幻）。
日
本
の
仏
法
の
要
と
な
っ
た
延
暦
寺
に
は、
仏
法
障
碍
の
た
め
に
イ
ン
ド
の
天
狗
が
飛
来
す
る
が、
延

暦
寺
の
荘
厳
な
る
様
に
心
打
た
れ、
叡
山
僧
明
救
に
転
生
し、
中
国
の
天
狗
は
慈
恵
僧
正
の
供
童
子
に
つ
か
まっ
て
腰

骨
を
踏
み
砕
か
れ、
這
々
の
態
で
中
国へ
と
逃
げ
帰
る
こ
と
に
な
る
（
巻二
十・
1、
2〉。

も
ち
ろ
ん、
黙っ
て
従
う
神
ば
か
り
で
は
な
い。
越
後
国
国
上
山
に
棲
む
地
主
神
は、
山
寺
が
で
き
た
た
め
に
棲
む

こ
と
が
で
き
な
い
と、
雷
神
に
頼
み
塔
を
幾
た
び
も
破
壊
し
た。
と
こ
ろ
が、
こ
の
山
寺
に
やっ
て
き
た
神
融
禅
師
は

『
法
華
経』
を
請
し、
そ
の
霊
験
に
よ
っ
て
雷
神
は
緊
縛
さ
れ
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う。
や
が
て
地
主

神・
雷
神
は
と
も
に
山
か
ら
出
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
巻
十二・
1
1
こ
の
話
か
ら
は、
新
興
宗
教
で
あ
る
仏
教
と
在

地
信
仰
の
聞
に
起
き
た
で
あ
ろ
う
摩
擦・
衝
突
が
透
け
て
み
え
る
が、
『
法
華
経』
の
霊
験、
仏
法
の
力
に
よ
っ
て、

荒
ぶ
る
神
た
ち
は
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る。
仏
法
に
帰
依
し、
護
法
神
と
な
っ
た
神
々
は、
や
が
て
寺
院
（
法
輪
寺）
へ

と
足
を
運
ぴ、
僧
侶（
道
命
阿
関
梨）
の
読
経
を
聴
聞
し
て、
法
悦
の
涙
を
流
す
よ
う
に
なっ
て
い
く
の
で
あ
る
（
同・

お）。
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観
音
の
霊
場

荘
厳
な
大
寺
院、
深
閑
と
し
た
聖
地
と
は
別
に、
人
々
が
群
集
し、
賑
わ
い
を
み
せ
る
寺
院
の
存
在
も、
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い。
巻
十
六
に
は、
貴
賎
上
下
を
問
わ
ず
信
仰
を
集
め
た
観
音
霊
場
の
話
が
ま
と
め
て
載
せ
ら
れ
て
い

る。
会
四
十
話
に
及
ぶ
観
音
霊
験調停
の
う
ち、
致
富
欝
と
延
命
欝
で
三
十
八
話
を
占
め
（
残
りは
極
楽
往生
諒一
話、
蘇
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生
譲

二詰）、
現
世
利
益
の
仏
と
し
て
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
感
が
あ
る。
登
場
す
る
霊
場
は、
周
防
の
三
井
観
音

（
3）、
丹
後
成
合
観
音
（
4）、
紀
伊
狭
屋
寺
（
号、
和
泉
珍
努
ノ
山
寺
（
ロ）、
大
和
殖
槻
寺
（
8）、
大
和
岡
本
寺

（
日）、
奈
良
唐
招
提
寺（
旬、
奈
良
穂
積
寺（
叩）、
奈
良
下
毛
野
寺（
日）、
京
六
角
堂
（
位）、
京
賀
茂
明
神（
号、

近
江
石
山
寺（
山崎、
m）
な
ど、
都
に
近
い
寺
院
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が、
も
っ
と
も
多
く
登
場
す
る
の
は、
長
谷
寺

（
問、
初、
幻、
幻、
ぉ、
却）
と
清
水
寺（
9、
ω、
引山、
ぉ、
弘、
幻）
の
二
寺
で
あ
る。
と
も
に
巻
十一
に
草
創
縁
起

たてまつるベ

が
語
ら
れ
て
お
り、
「
今
ノ
長
谷
ト
申
ス
寺、
是
也。
専
歩
ヲ
運
ピ
心
ヲ
保
チ
可
奉
シ
ト
ナ
ム
語
リ
伝ヘ
タ
ル
ト

はこばず

ヤ」
（
訂）、
「
都
口
ノ
上
中
下
ノ
人、
皆、
首
ヲ
低
テ
歩
ヲ
不
運
ト
云
フ
事
無
シ。
今
ノ
清
水
寺
ト
云
フ、
是
也」

（
お）
と、
観
音
の
利
益
の
素
晴
ら
し
さ
に、
両
霊
場
は
参
詣
す
る
人
々
が
引
き
も
切
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
る。
な
か
に
は
清
水
寺
に
二
千
四
参っ
た
青
侍
も
い
た
と
い
う（
巻
十
六・
幻）。
清
水
寺へ
と
む
か
う

清
水
坂
に
は
癒
者
た
ち
が
集
い、
都
に
お
け
る
ア
ジ
l
ル
で
も
あっ
た
（『
清
水
寺
験
記
号。

『
法
華
経』
観
音
普
門
品（『
観
音
経」）
に
お
い
て、
衆
生
の
状
況
や
身
分
に
応
じ
さ
ま
ざ
ま
に
姿
を
変
え、
救
い
の

手
を
差
し
の
べ
る
こ
と
を
誓っ
た
観
音
の
お
告
げ
を
聞
く
た
め
に、
人
々
は
霊
場へ
殺
到
し
た。
身
よ
り
も
な
く、
今

日
の
食
事
に
も
事
欠
く
人
々
の
願
い
を
か
な
え
る
べ
く、
観
音
は
さ
ま
ざ
ま
な
霊
験
を
現
す。
親
類
縁
者
も
な
く
貧
し

い
た
め
に
夫
も
も
て
な
い
京
の
女
は、
清
水
寺
か
ら
の
帰
り
に
陸
奥
守
の
子
息
に
見
初
め
ら
れ
（
9）、
九
人
の
子
を

抱
え
た
奈
良
の
女
は、
妹
に
化
身
し
た
穂
積
寺
の
観
音
か
ら
仏
堂
の
修
理
費
百
貫
を
与
え
ら
れ
る
（
叩）。
周
防
国
の

判
官
代
は
退
庁
し
た
と
こ
ろ
を
敵
に
待
ち
伏
せ
さ
れ
殺
さ
れ
た
か
に
み
え
た
が、
実
は
日
頃
帰
依
し
た
三
井
寺
の
観
音

が
身
代
わ
り
と
な
っ
た
の
で、
無
傷
で
あっ
た
（
3）。
人
々
の
願
い
は
切
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に、
と
き
に
は
観
音
を
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脅
し
た
り、
お
告
げ
に
た
て
つ
い
た
り
も
す
る。
「
わ
ら
し
べ
長
者」

空間・ トポス ・場

で
有
名
な
話（
お）
で
は、
男
は
願
い
が
か
な

わ
な
い
な
ら
ば
長
谷
観
音
の
前
で
餓
死
し
よ
う
と
脅
迫
し、
観
音
が
授
け
た一
本
の
藁
筋
を
も
と
に、
次
々
と
物
を
交

換
し
て
い
く
う
ち
に
富
貴
の
身
と
な
る
戸
お）。
ま
た
京
の
女
は、
清
水
観
音
が
授
け
た
御
帳
を
公
然
と
突
き
返
す
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皿
（
ω）。
観
音
霊
場
は
人
々
の
「
生」
の
集
約
す
る
場
で
あ
り、
人
々
の
生へ
の
あ
く
な
き
思
い
と
仏
の
慈
悲
が
交
錯
し、

光
彩
を
放
ち
続
け
る
場
な
の
で
あ
る。
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